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愛知教育大学研究報告，５７（教育科学編），pp，１２１～１３１，March，２００８

１　義務教育における学力保証

　２００３年に行われた PISA調査では，読解力及び各
分野のリテラシー能力や学ぶ意欲の低下が指摘され
た。またそれと同時に，低学力層，いわゆる「遅れ
がちな子ども」の割合の増加にともない，二極化や
学力格差の拡大についても指摘されてきた。
　こうした状況に対し，中央教育審議会答申「新し
い時代の義務教育を創造する」（２００５年１０月）では，
「義務教育の根幹（①機会均等，②水準確保，③無償
制）を保証し，国家・社会の存立基盤がいささかも
揺らぐことのないようにしなければならない」と ,義
務教育の学力保証問題責任について示された。また
国語科についても「国語力はすべての教科の基本と
なるものであり，その充実を図ることが重要であ
る」とされ，国語科を他教科に生きる横断的・総合
的な教科としての役割の重視が，あらためて強調さ
れた。
　既に「『確かな学力』のための２００２アピール『学び
のすすめ』」（２００２年１月）では，「確かな学力」の育
成のため，少人数授業・習熟度別指導も推進されて
きた。それは「個に応じた」きめ細かな指導を行い，
基礎・基本の確実な定着や自ら学び，自ら考える力
（課題解決，探求型の学力）の育成を目指したもので
ある。
　しかし現在，国語科で行われている少人数授業・
習熟度別指導は，基礎・基本学力を定着させ，学力
格差を縮めるための指導・支援は十分ではなく，学
力保証問題を解決できるとは言い難い状況にある
（詳細は省略する。参考文献１・１０参照）。
　本稿は，「遅れがちな子ども」への指導・支援研
究 ,授業・評価開発の一環である。特に小学校高学年
の教科書教材の説明的文章を対象に，基礎・基本学
力の定着のための到達目標（評価基準）の明確化を
図った「国語科授業・評価モデル」の開発について
述べる。

２　求められる学力と授業づくり

　PISA調査では読解力を「自ら目標を達成し，自ら
の知識と可能性を発達させ，効果的に社会に参加す
るために，書かれたテキストを理解し，利用し，熟
考する能力」と定義している。これは応用的・発展
的な学力を含んでいるが，その中心部分はテキスト
の内容を正確に読み取り，必要な情報を判断・選択
し，自分の言葉で論理的に発信（話す・書く・資料
活用）することと，とらえることができる。このよ
うな学力育成に対応した授業づくりのためには，国
語学力の基礎・基本から発展までの学力を評価基準
レベルで明確化し，「話す・聞く」「読む」「書く」な
ど，言語能力の構造と関連をとらえ直した発想から
の授業開発が必要である。
　「遅れがちな子ども」は，複合的な「遅れ」「つま
ずき」をかかえている場合が多い。結論的に述べる
と，「読む」と「書く」を関連させた正確で豊かな
「読み方」（情報リテラシー）学習と，「話す」と「聞
く」を関連させ，自分の解釈や意見を述べる「情報
発信」学習の２つを言語技術の基本学習として行う
必要がある。

３　基礎・基本学力の定着のための到達目標
（評価基準）を明確にした授業・評価の開発

　これまでの国語科の授業は，教材内容の詳細な読
解を中心としたものと学習者主体の活動型の授業が
多かった。そのため，言語技術，つまり到達目標（評
価基準）を明確にした授業は，あまり意識されてこ
なかったと言えるだろう。
　到達目標の明確化については，前出の答申におい
て「義務教育の目標を明確化するために，学習指導
要領において各教科の到達目標を明示することが必
要」，また学習の評価についても「目標に照らして子
どもたちのより確実な修得に資するようにすること
など，具体的な評価の在り方について今後検討が必
要」と示された。到達目標の明確化は，義務教育の
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責任の明確化であると同時に，子どもたちに基礎・
基本学力の定着のための評価システム構築の土台と
も言える。こうした考え方を授業研究レベルで具体
化するためには，言語技術を到達目標（評価基準）
として示すことで，学習を通して子どもたちにどん
な力がついたか，量的にも質的にも評価できるよう
になると考えられる。
　また「遅れがちな子ども」にとっても，わかりや
すい到達目標（評価基準）を提示することは，子ど
もたちに学習の到達度を明らかにすることであり，
学習に対する努力の方向性と意欲を持たせることに
なる。

４　「五段階の学習過程論」と授業研究論

  子どもたちに到達目標（評価基準）を示しながら，
学習を通してどんな力がついたか，量的にも質的に
も評価したり，子どもたちの「つまずき」や「課題」
を正確に診断し，そのための手立てを講じる必要が
ある。そのための授業改善策の１つには「学び」の
段階を明確した学習過程（指導過程）論が必要になっ
てくる。
　学習指導要領の言語活動例の提示により ,現在の
国語科授業では，基礎・基本学力の定着のための学
習を十分に（行わず）行えず，発展学習（調べ学習，
発表等）に重点を置く傾向が強い。このような授業
では，基礎・基本学力の定着は難しい。また，子ど
もの「学びの過程」が見えにくいため「遅れがちな
子ども」の正確な「学びの診断（評価）」ができず，
個に応じた十分な指導・支援ができているとは言い
難い。
　そこでシンプルで段階的な学習過程（指導過程）
論の１つとして，「五段階の学習過程論」を提案した
い（参考文献２・３・４参照）。
　「五段階の学習過程論」とは，「基礎学習」「基本学
習」「発展的学習」「発展学習」「評価・一般化学習」
という５つの「学びの段階」を示したものである。こ
の考え方は「遅れがちな子ども」への指導・支援論
として，以下のような有効性があると考えられる。
①基礎・基本学力の確実な定着化

　基礎・基本学力の定着化を重視している。「基本学
習」では教材をもとに内容を子どもたち全員が，「正
確」に「豊か」に「読み解く」ための基礎・基本と
して，キーワード（情報の取り出し），文章構成の型
や情報収集や表現方法の技術を学ぶことになる。
②「発展的学習」の位置づけの大切さ　

　「基本学習」から「発展学習」の間に，「発展的学
習」を設定している。「基本学習」で学んだ「読み解
く・聞く」（受信）の学習の定着度合いの確認と，
「発展学習」で学ぶ「書く・話す」（発信，交流，学
び合い）の学習へ補助的なステップとなっている。

ここでは１つには論理的な文章構成の型によるモデ
ル学習を行う。このモデルによる学習は，「遅れがち
な子ども」への指導・支援として，大きな成果があ
る。
③学習シートの開発と活用の有効性　

　本稿での学習シートは，学習する内容を整理・焦
点化させている。また子どもたちに学習目標が提示
され，学習内容や方法までを明確化している。この
ように「何を学習すればよいか」が目に見えてわか
る「学び方」のモデルを提示することで，「遅れがち
な子ども」が「わかる（知る）」目標と評価，ステッ
プ，方向などを実感し，学習に主体的に取り組める
ようになる。
　また，学習シートは学習段階毎に作成したため，
子ども個々の学習を段階に応じ評価することができ
る。
　①から③で述べたように，「五段階の学習過程論」
は，基礎・基本学力の定着を図りながら応用的な学
力育成（課題解決能力）につながる，段階的かつ系
統的な学習過程（指導過程）であると言うことがで
きる。
　このような，学習目標・評価・学び方（言語技術）
が一体化した学習過程（指導過程）は，「遅れがちな
子ども」を指導・支援していくのに効果的である。ま
た「受信・発信」「交流・評価」の学習が構造的に組
み込まれているため，PISA型「読解力」の育成にも
対応した学習過程（指導過程）論となっている。

５　説明的文章の指導の現状と課題

　本稿では，国語科授業における「遅れがちな子ど
も」への指導・支援研究として，現行教科書教材の
説明的文章を例に授業開発の提案を行う。
（１）説明的文章の指導の現状と課題

  これまで説明的文章の指導では，文章の内容を忠
実に読解（受信，教養型）させるため，接続詞・段
落構成・各段落の要点を把握等の指導が中心という
傾向が強い。また教材の多くは理科や社会科等の要
素を含むため，調査・実験・観察を中心とする活動
主義的な学習（調べ学習，発表等）に傾斜しがちで
ある。
　このような学習では，PISAが示した情報の受信・
発信・一般化・評価（批評）という「読解力」の育
成は難しいのではないか。それどころか，社会が情
報化・国際化し複雑になっていく中で生きていくた
めの，他者と関わるためのコミュニケーション能力
や，情報を「正確」に「豊か」に「批評的」にとら
えるための情報リテラシーなど，今求められている
国語学力育成には十分には対応できない。
（２） 説明的文章の教材分析・解釈の観点
　これらの能力を育成するための，説明的文章の授
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業における「学び方」のポイントを以下に示す。
①筆者の立場の理解　―情報リテラシーの基礎―

  説明的文章では，筆者はある立場や観点から個性
的に「課題」や「情報」を提示している。筆者の立
場（年齢・職業・経歴・専門分野・考え方や感じ方
の特徴等）を理解しておく必要がある。
　また筆者の立場や独自の考え方・感じ方等から発
信された情報には，筆者の課題意識や現代へのメッ
セージ（批評性）が込められている。現代へのメッ
セージの内容理解だけでなく，子どもたち自身が自
分の「生な」生活経験と結びつけて受信・判断し，
メッセージを自分の生き方や感じ方・考え方の再創
造につなげられるような指導・評価が大切である。
②常識的な価値観の理解　―主張という「批評性」―

　説明的文章は，その時代の（学習者の）常識的な
価値観に対する「批評性」が前提となっている。そ
の時代の常識的な価値観や筆者の現代へのメッセー
ジを比較することよって，筆者の課題意識や現代へ
のメッセージ（批評性）をより鮮明に理解できるよ
うになる。
③具体例と文章構成　―「具体例」という個性―

　筆者は自分の主張に説得力をもたせるために，意
図的に個性的かつ効果的な具体例を選択して，私た
ちに提示している。これを発信に生かし，相手にわ
かりやすく伝えるために，論理的な文章構成・展開，
説明技術等の工夫について学ばせる必要がある。
④表現方法の特色の理解　―記録と描写の方法―

　説明的文章では，記録・報告など筆者によって選
択された事実を伝える要素を含んでいる。そのため
固有名詞（名前・場所等）や数字（年代・時間等），
筆者の立場からの専門的な用語も使用されている。
　これらを読み解くことで，筆者の課題意識やメッ
セージ，批評性の特色を読み解くことにつながり，
教材を「正確」に「豊か」に読むことができるよう
になる。
⑤説得力を持たせる説明技術　

―求められる「説明力」とコミュニケーション能力―

　主張に説得力を持たせるためには，主張の根拠と
なる具体例を選択し構成することが重要である。そ
のために接続詞・ナンバリング・引用・要約等の技
術を効果的に使用している。
　また読み手に情報をわかりやすく伝達するため
に，情報を整理し映像化・図式化し，視覚でとらえ
やすい資料（写真・グラフ・表等）にして提示する。
これらの非連続テキスト（資料）を読み解くための
情報リテラシーの育成が必要である。
⑥自分の立場からの理解・選択・判断　―構成力―

　教科書教材は，論理的な文章構成の型（はじめ・
なか・まとめ・むすび）を教えるための１つのモデ
ルとなる。文字情報と非連続テキスト（資料）から

発信される情報を発信者の立場を踏まえて受信し，
それを自分の立場から「収集・選択・判断・構成」
し発信する方法に生かす。これは豊かで説得力のあ
る発信・交流学習へのステップとなる。
⑦発信・交流学習を支えるポイント

―コミュニケーション能力の基礎・基本の定着―

　交流学習（スピーチ，ディベート等）で，相手に
わかりやすく伝達するための話し方や資料の提示の
仕方を工夫する。「楽しく豊かに学び合う」ために，
話し手の意見や主張を正確に理解し，自分の生活経
験と関連させながら課題の追求を行わせることが重
要である。
⑧自己評価・一般化学習　―自己評価能力の育成―

　学習全体を振り返り「学び方」の観点から，各学
習段階ごとに自分の学びを確認したり，新たな課題
を発見できる。こうした自己評価能力の育成は，自
分の考え方や価値観を修正する力（課題解決能力）
＝「生きる力」となる。また「遅れがちな子ども」
にとっては，学習のつまずきの自覚，努力すべき目
標の理解へとつながる。

６　学習の目標と評価基準（規準）
―到達目標を明確にした授業づくり―

（１）学習目標
①説明的文章を正確に豊かに読み解くことができ
る。
②論理的に豊かに発信・交流する大切さが理解でき
る。

（２）評価基準（規準）のポイント
①教材文を正確に読み解くことができる。

【内容の正確な理解】
②教材文の論理的な構成（はじめ・なか・まとめ・
むすび）の方法を理解できる。

【論理的な構成の理解】
③読み取った内容をキーワードを使って，短い文に
まとめることができる。 【内容の理解と再構成】
④教材文に関する情報を選択し，わかりやすく説明
できる。 【情報の選択と再構成】
⑤身近な問題を取り上げて，わかりやすい発表原稿
を書くことができる。 【情報の発信の基礎・基本】
⑥資料（写真・図・グラフ等）を提示して，わかり
やすい発表をすることができる。

 【説明技術の基礎・基本】
⑦友だちの主張を聞いて，内容をメモしたり，良い
点や改善点が見つけられる。

 【コミュニケーションの基礎・基本】
⑧学習した内容を整理し，評価・一般化できる。
 【自己評価能力】
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７　現行教科書教材の特質と生かし方
―「インスタント食品とわたしたちの生活」

　　　　　（大塚滋　小５・東京書籍）を例に―

（１）文章構成と作品の構造
はじめ　話題の提示・問題提起　形式段落①～③
　　　　「インスタント食品の誕生と普及」
なか１　具体的な事実・分析　形式段落④～⑦
　　　　「インスタント食品の普及と社会背景」
なか２　 具体的な事実・分析　形式段落⑧～⑭
　　　　「インスタント食品の長所と短所」
まとめ　考察　形式段落⑮
　　　　「インスタント食品との関わり方」
むすび　主張・結論　形式段落⑮
　　　　「インスタント食品との共生への願い」
＊指導書の文章構成の考え方と異なるとらえ方であ
る。
（２）筆者の立場の理解
　筆者の大塚滋氏は，１９２８（昭和３）年に生まれる。
戦前に生まれ，貧困の時代を過ごした。氏は食文化
の研究者の立場から，日本の食生活の変遷を体験
し，インスタント食品の誕生から普及する状況をと
もに過ごし，それを見守り続けてきたと考えられる。
　本教材は食文化の研究者の立場から，インスタン

ト食品を歴史的，社会的な側面からとらえながら，
現代における「豊かな食生活」を考えさせる内容で
ある。
（３）情報理解と「食」「食生活」「食文化」の理解
　インスタント食品を例に「食」という身近で日常
的なテーマを取り上げている。インスタント食品の
社会背景，特色，普及の要因等から，現代の「食生
活」はどうあるべきかという問題提起をしている。
①女性の社会的進出という視点からの具体例

　形式段落３～５段落では，女性の社会進出に着目
し，インスタント食品の普及について述べている。
戦後，家族構成の変化（家族を構成する人数の減
少），社会状況の変化（女性が家庭に出て働く時代の
要請）の中で，インスタント食品は家事や炊事に従
事する女性たちに時間的なゆとりを提供し，自立を
促した。
　このように「食」と家事・炊事から開放された女
性の関係に注目し，インスタント食品の普及につい
て述べている点は個性的であるといえる。
②歴史的な考察や比較による本質の探究

　形式段落６～７段落では，「干し飯」「そばかき」
「葛湯」を例に，非常用の食糧としてのインスタント
食品の起源について述べている。またインスタント
食品の昔と現在を比較することで，現在のインスタ

資料１　学習計画（１０時間完了）
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ント食品の良さや問題点を明らかにしている。
③子どもたちへの食育教育としての側面

　現代の子どもたちは，食べ物をはじめ，多くのも
のに囲まれた生活を送っている。いわばそれがあた
りまえの生活である。そのような満ち足りた状況で
は，「食」の大切さを実感できない子どももいる。
　人間にとって「食」は単に体の成長だけをもたら
すものではなく，生活のリズムを整えたり，家族の
温かさに気づかせたり，豊かな人間関係の構築に不
可欠なものでもある。子どもたちには何気ない毎日
の食事から，自分自身の食生活，家庭生活，人間関
係を振り返らせ，「食」の大切さを実感させることが
必要である。
（４）現象の分析的・構造的な見方の育成
　形式段落８～１４では，筆者の分析的・構造的な見
方として，インスタント食品の長所と短所を挙げて
いる。ここでは，単なる二面性というとらえ方だけ
でなく，「むすび」で書かれている「豊かな食生活」
という視点から考えさせることが重要である。
（５）説明的文章の「読み方」のモデル学習として
　子どもの発達段階を考えると，中学年から抽象的
な思考（論理的な形式操作）が可能となる。本教材
は，「食」という身近な題材を通して，発達段階の特
性を生かしつつ，論理的な文章の読み方（情報リテ
ラシー）と活用・発信技術（コミュニケーション・
プレゼンテーション能力）を楽しくシンプルに教え
ることができる。
（６）「インスタント食品とわたしたちの生活」の「学
び方・評価」のポイント…「８　学習計画」参照

〔基礎学習〕…資料２参照

①漢字や難解な語句・段落構成・意味のまとまりに
注意しながら，全文をすらすらと音読できたか。

②論理的な文章構成（はじめ・なか・まとめ・むす
び）について理解できたか。

〔基本学習〕…資料３～５参照

①「むすび」「まとめ」を理解し文章構成の型とキー
ワードを理解できたか。

②「なか」の具体例の数と内容が理解できたか。
③説明の仕方の工夫を理解することができたか。
〔発展的学習〕…資料６参照

①ディベートをするために，自分の身近なことへの
疑問（テーマ）を持ちキーワード化できたか。

②学習した説明技術を使って，聞き手にわかりやす
い発表原稿を書くことができたか。

③「はじめ」「なか」「まとめ」「むすび」の４段階の
構成で，発表原稿を書くことができたか。

〔発展学習〕…資料７参照

①相手を意識した姿勢や視線，声の大きさや速さで
話すことができたか。

②資料の選択と活用，提示の仕方を工夫して発表で

きたか。
③話し手の良い点や問題点について，意見や質問等
を持つことができたか。

〔評価・一般化学習〕…資料８・９参照

　学習した内容（到達目標）を意識して，自己評価・
一般化ができたか。
（７）学習シートの開発・活用と授業展開のポイント
　本稿では，９枚の学習シートを開発し，授業モデ
ルを構想した。学習シートを用いることにより，子
どもたちに基礎・基本学力を踏まえた説明的文章の
「学び方」を明示できるとともに，教師が子どもたち
の学びの様子（つまずき等）を段階的に把握し，評
価できる。
　以下，授業の展開と学習シートの活用の方法（要
点のみ）について述べる。
①学ぶ意欲の喚起と読みの実態把握

　教材の読みに入る前に，インスタント食品につい
て自分の生活経験を振り返らせ，学習への興味・関
心を持たせる。また，資料２（学習シート１）に初読
の感想として , 面白い・興味をもったところを理由や
根拠を明らかにさせながら , 段落ごとに短く書かせ
る。筆者の主張の意義を考えさせることで , 教材内
容の解釈や理解の実態，つまずき等を把握できる。
②説明的文章の「読み方」の観点の提示（基本学習）

　資料３～５（学習シート２～４）を用いて，文章構
成の型，筆者の立場，筆者の課題意識，個性的な表
現，具体例の数と内容，効果的な説明技術等，説明
的文章の「読み方」の観点を意識させる。これらの
学習は「論理的思考力・説明力」を育成するための
基礎・基本であり，また他の情報，教科書等を読み
解く際の観点となる。
　学習シート２では，説明的文章を読み解くために
欠かせない文章構成，キーワード，筆者の立場につ
いて学習する。学習シート３では，教材の内容や構
成の型を理解しやすいように，文章構成ごとにキー
ワード・キーセンテンスを用いて，１枚のシートに
コンパクトにまとめた。学習シート４では，時代背
景，具体例の数と内容，わかりやすい説明技術につ
いて確認させる。
③発展的学習における基礎・基本学習のまとめ

　発展的学習では，基本学習での説明的文章の「読
み方」を生かし，論理的・個性的に発信するステッ
プとして，基礎・基本学習で学んだ観点を応用した
「個性的で相手に納得してもらえる，わかりやすい」
文章を書くことを目標とする。
　資料６（学習シート５）では，子どもたちの生活で
身近なこと（問題意識）をテーマとして，論理的な
構成の型（はじめ・なか・まとめ・むすび）を使っ
て文章をまとめるように指導する。なお学習シート
５で書いた文章は，そのまま発表原稿として使用で
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きる。文章を書くことが苦手な子どもには，文章構
成ごとに，いくつかの支援のステップを設ける（選
択，キーワード化等）。
④コミュニケーション能力の育成として交流学習

　交流学習では発展的学習・発展学習で作成した学
習シート５を生かして，ディベートを行う。ディ
ベートは「話す」「聞く」の応用レベルであるため，
資料７（学習シート６）を使って発表内容を再構成し
たり，ディベートを円滑に進行させるために，話し
方・聞き方の基本モデルを学習させておく必要があ
る（資料８：学習シート７）。また友だちの主張を「正
確に」理解し評価するために，キーワードをメモさ
せる段階を設定する。
　これらの発信・交流学習で示した観点は，今求め
られている国語学力の基礎・基本であり，到達目標
（評価基準）を子どもたち１人１人に明確に自覚させ
る役割も担っている。
⑤「学び方」の観点の定着（評価・一般化学習）

　資料９（学習シート９）は学習に入る前から，子ど
もたちに提示することで「学び方」の観点を意識さ
せたり，学習の到達度が見えるようにしておく。ま
た，学習全体を振り返ることで，学習した内容の意
味が明確になり，定着できるようになる。それを次
の学習や生活，読書に生かそうとする意欲・態度の
育成ともなる。

８　学習計画（１０時間完了）（資料１を参照）

９　研究の成果と考察―まとめにかえて―

（１）段階的な学習過程の有効性
　「五段階の学習過程論」は，系統的・段階的に「受
信」から「発信」「交流」「評価」「一般化」までの学
び方を身につけられる。また，教師が「遅れがちな
子ども」の「学びの診断」が可能となり，それに対
応した効果的な支援，授業改善に生かせる機能も
持っている。
（２）本稿における学習シートの開発と活用
　「学び方が見える」「学びの過程が見える」学習シー
トの開発・活用により，「何を学べばいいのか」とい
う到達目標（評価基準）が明確になる。「遅れがちな
子ども」も「学び方」やステップ，「目標と評価」が
示されることで，意欲的に取り組むことができる。
（３）新しい国語科の基礎・基本学力の定着
　PISA型読解力が新しい国語学力として重視され
る中で，言語技術を到達目標（評価基準）の１つと
してとらえ，段階的な「学び」の質・量のみえる学
習過程で授業を進めることにより，国語科の基礎・
基本学力が定着できる。基礎・基本学力の定着によ
り「遅れがちな子ども」への指導・支援がより具体
的となる。

資料２　基礎学習―学習シート１（学習への興味・関心の喚起，課題意識チェックシート）
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お わ り に

　「遅れがちな子ども」への指導・支援方法と言えば，
教材の音読練習や漢字のスキル的指導などのいわゆ
る基礎学習の段階にとどまっていた。しかし PISA

型「読解力」が重視される中で，そういった学習の
みでは対応しきれず，このままではますます二極化
や学力格差は拡大すると考えられる（参考文献７・
８参照）。
　こうした切実な教育課題に対応するためには，子
どもたち全員が教材を正確に読み解き，自分の判断
や解釈をもって効果的に発信できる学習システムや
授業開発が必要である。義務教育における学力保証
という点から考えても，「遅れがちな子ども」の視点
からの指導と評価の一体化した授業モデルの研究・
開発が，今後の緊急の教育実践課題の１つである。

付　　　記

　本稿は愛知教育大学大学院・平成１８年度修士論文・
教育学研究科「『遅れがちな子ども』への指導・支援
研究　―基礎・基本学力の定着のための到達目標（評
価基準）の明確化―」（藤井康次／指導教官・佐藤洋
一）の一部をまとめたものである。まとめるに際し，
「遅れがちな子ども」への基礎・基本学力の定着のた
めの「授業・評価」の開発提案に重点を置いた。説
明的文章指導の現状や変遷，授業研究論の課題と方

向等についての詳細な考察，その他の提案について
は，別の機会に論じることとしたい。
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資料３　基本学習―学習シート２（論理的な文章構成の理解）
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資料４　基本学習―学習シート３（内容の理解と具体例の選択の仕方の理解）

資料５　基本学習―学習シート４（具体例の選択の仕方・説明技術・筆者のメッセージの理解）



―１２９―

国語科授業における「遅れがちな子ども」への指導・支援研究

資料６　発展的学習―学習シート５（論理的な構成における発表原稿の作成シート）
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資料７　発展学習―学習シート６（ディベート組み立てシート）

資料８　発展的学習―学習シート７（話し方・聞き方の「基本」シート）
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国語科授業における「遅れがちな子ども」への指導・支援研究

資料９　評価・一般化学習―学習シート９（メタ評価能力・到達度チェックシート）


